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・1ヒ 千 島 産 菌
Fungi collected in th'3 northern区urileB

(With English l・esume,p. 3) 

照井陸奥生

Mutsuo Terui 

北海道大事農車部植物事教室

類

千島列島産菌類の世に紹介されたのは1904年草野(14）により占守島産菌類 7種の記載せられたのが哨矢であ

る．其の後 Dietel(2），伊藤 （8,9），笠井く10），富樫 く13),Colley and Taylor，く1），平塚 く3,4，ラ，6,7) 

， 及び永井，島村等 (12）諸氏の報告により， ζの列島には総計 106種の菌類査するこ正明かにされた。

著者は過〈・る1943年及び其の翌年の2年に互り，北千島防衛の一員として幌延島に滞在した事があるb其の｜悶，

岡地方に於ける食用野草を採集して原色描篤をなすととを主たる業務とする傍ら，菌類をも蒐集する機曾を得た。

此鹿に報告する菌類は其の・詰・時の採集になるもので・あって， 22極中9種（申印をドj.jしたもの〉は筆者によりて，

はじめて千島列島に産することを明にされたものである。又 RhysothecaHa 1 stedi i(Far I.) Wi 1宵・の寄主ア

キノキ !I~ サウくSolidago Virgaurea L.）は本邦に於ける本菌の新寄主と認められる。 X Phragmidium 

Andersoni Shear は本邦に於てはとれまでに未だ採集せられたることなき稀類である。

本稿を草るすに賞り種々助言．を賜った栃内敬授に衷心より感謝の意を表する．

1.申Pliysode・miαMenyαntliisDe Bary 

ミヅカシハ （Menyαntliest?"lfoliαtct L.〕の薬上に寄生（幌延島， 8月3日，＇194H)0

・ 2. RliysotliecαHalsted“（Farl.）。Wils・

アキノキザンサウ （SoUdαqoVi1・9α'll'teaL.）の業上l亡寄生（幌縫島， 9月3日， 1944）。

本種は従来北米に於て各種菊科植物に寄生するとど報告せられ Solidago属のものに就てはカナダアキノキ

9シザウ （Solidago canadensis L.）上に護見せられてゐる。我が闘に於ては津田粂吉氏が台湾に於てメ

ナ司己主（Siegesbeckiaoriental is L.）上に，永井・島村は千島凶後島椅於てキタアザミくSauseureaRiederi _ 

Herd.）上に其の寄生せるものを採集せるのみである。

3. Rhyεotheca: Umbellijerα7・lmi(Cn.sp.) Wils・

4.骨P.t

シヤク （Anthriscits sylvestri s Hoffm.）θ薬kに寄生℃幌縫島， 7月初日， 1944.）及びマ

ルバタウキ （Li'J'llS Ii cwn scoti c'ltrn L.）の業上に寄生（幌経島， 9月38',1944). 

ハコべ （Stellαri α m.ediαCyr~ll.~ の葉上に寄生（脱．鐙島， 7月3 日， 1943)0

5. PucciniαBis tortαe (Strαuss) DC. 

ムカゴトラノヲ （Polygonwnvivipαrwn :L.）の業上に寄生（幌延島， 8月初日， W43）。

6.骨 P1ucciniαOircαeαePers. 

ミヤマグ＝クデ Ci1・cαωαlpinαL.）.の薬上に寄生（幌延島， 9月8日， 1944）。

永井・島村（12）によれば千島凶後島ナヤチヤ岳に於て採集せるミヤマタユタデ上の鶴子陸は本商なり＆同

定せるも，其の後平塚（ 5）に主る同標品の研究によれ同蘭は Pucci!liaCircaeae Pers. には非るこ

と明かにされたるを以て，本菌の千島列島に産す喝障とは今日迄不明であヲた．

7.ホPitcciniαCi1・siiLasch. 

チシマアザミ （Ci.rsiitrnkamtschαt-i cion Ledeb.）の葉上に寄生（幌鍾島＇ 9月3日， 1944)0

8. Pucciniα長s'twae Plow. （鈴子陸〉

クロミノウグヒスカグラ （Loni.ce1・αcoeruleαL.var: aliai ca, S＼＼・・）の薬上に寄生く幌縫
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島， 8月20日， 1943）。

9. P'UcciniαMajαntlimni Diet. 

マヒヅルサウ （MajαnJ,/i,em,wnidi lα6αtu町 Nels.et MM1瓜）の薬上に寄生（幌延島， 9月

3日， 194:4)0

10.牢Pucciniαoblongαtα （Link.)Winter 

ミヤマスズメノヒエ （bnulacα11ipest1・isDC・ v釘・ sudeticαCelak.）の葉上に寄生（幌簸

島， 9月8日， 1944）。

11. p.匂cciniαViolαeDC. 

エグノタチツボスミレ（Violarnic？・αntliaTurcz.）の業上に寄生（幌延島， 9月3日，1944).

12. Urwiyces Gerαnii (DC.) 0他的 Wartm.

チシマフウロ （Geraniumeriαntliwn DO.）の葉上に寄生（幌鐙島， 9月30日， 1944).

13. Uramyces Hedysαri-obs側、i(DC.) Cares ti a et Piccone 

手シマグング （Hedysαrumobscurimi L. var. neglectwn 'frautv.）の葉上に寄生（幌縫島，

9F.J3日， 1944)0

14・骨PltragrnidiwnAnde1・soni Shear 

キンロバイ （PotentillαfruticosαL.〕の薬上に寄生〈占守島， 8月28日， 1944)0

本種は Sbearにより 1902年北米に於でキシロパイ（Poten-,/ 

tilla fruticosa L.) 上に寄生せるものを記載され議表され

たものである。本邦に於ける採集記録は，之が最初なるものの

如し其の性款を記せば失の如しo冬胞子堆は葉の裏面に黒色

小斑駄をなする冬胞子（45-80=20-35 /1.）は帯暗褐色筒般を

呈し， 9f咽は疲扶， 3-5個の細胞より成り，其の先端に決黄色

の乳頭突起を有する。護芽孔は各細胞にl-3伽lを有する。胞子

柄（58~80/1.）は長〈して，下部膨脹，無色である。

15. * Phrag11iidiwnα7・cticum Lagerheim 
チシマイチゴ（Bゆ＇us arcticits L.）の業上

に寄生（幌鐙島， 10月1日， 1944).

16. Xenodoclms仰 7・bonarius(Wint.) Schlech. 

‘シロワレモカウ （8αnguisorba tenuifoliα 

Fis¥h・ var. albαTrnutv. et Mey・〉の築上或 ー戸、、
第 1闘 は葉柄上に寄生（幌鐙島， 9月30日， 1944).

1:hraρdぬtmA叫 γsoni~h偲r・臼. .Jfelampsora Ki伽 nmDiet. 

イハオトギ9(Hyper似 miKa1ntschati剖.trnLedeb.の薬上に寄生幌篠島，9月30日，1944)0

18.牢P'llcciniαsfrwnEpi~lobii Otth （夏胞子〉

ヤナギアカパナ （Epilobimnpαl'l.lst？’e L.）の業上に寄生（幌縫島， 7月30日， 1944).

19. E.xobasidi'ltm Vu.ccini Wor. 

クロマメノキ（Vacciniitm itliginosmn L.~業上に寄生く幌縫島， 9月3日，1944)0
20. Sphae1・otliecαHwn'ltli(DC.) Burr. 

オ＝シ毛ツケ（Filipendulαkαmtseliαfieα班axim・）の薬上K寄生（幌延島3月8目下1944)0
4"" 21.持RliytismαRlwdodendriFr. 

エグツツジ（Rlwdodend1・onkαmtscliaticwn Pall.）の薬上に寄生（幌縫島， 9月初日，IU44）。
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~2. Rltシtism，αsαlicinum(Pers.) Fr. 

チシマヤナギ （Salixα＇retieαPall.）の薬上に寄生〈幌経島， 7月3日， 1944)0
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Resu.me  

From 1943も0 194~ιhe writer 的tyedin the norもhernKmiles on 11ccount of the military 

service，魁dhe had opporttmi ti朗色ocollect駒田eparasitic fungi in出is. di strict. In血is_paperもhe

wri旬rintended to repor色22species・ of fungi coll舵ted on出is occ蹄:ion. Among them 9 ep舵i倒

(marked with ＊〉町enew to Kuriles and 1 species (Plirαg1nidfom Andersoni Shear.) is new to 

us. 
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